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では、意見交換で実際どういう事例があるかという
のを少しお見せします。

ひとつめの事例は痕跡が残っているので分かるかと
思いますが、手前に町家が建っていて、隣に高度経済成
長期に建てたビルがあった。これを両方壊さはりまして
ホテルを建てました。

次は工事中の写真で、お祭の時の仮囲いです。工事
関係者もこういうところは気を配ってくれはります。

こうしてホテルができました。この慢幕とかは、私
たちからするとちょっと違うなとは思うんですけど、一
応お祭への対応はしてくれてはります。

ます。「ちゃんと意見交換をしましょう」とも言ってます。
この時は、増え続ける宿泊施設がすごく問題だったので、

「基本こんなことを守ってくれなかったら宿泊施設はこ
の地域で開業しにくいよ」みたいなページも作りました。

デザインのことだけではなく、生活のルールという
ページも入れて、「基本、飲み屋街じゃないし、食べ物
屋街でもないし、ホテル街でもない。居住してる人がた
くさんいる地域なので、ちゃんと配慮してくださいね」
ということを訴えるようなルールを作りました。飲食店
の方にはここを読んでほしいということで配ったわけで
す。
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お祭の時にも協力してくださいということを申し上
げたところ、保存会の方や町（ちょう）の方とも相談さ
れて、綺麗な慢幕を出してくれてはります。これは事業
者の方の意識の持ちようだと思うんですけれども、町内
会にも参加されています。別のホテルが建つ時の説明会
とかにも来てはって、いろいろ勉強されてるなというこ
とがわかります。最初の年は人通りが多いのでここにカ
ラーコーンを置いてはったんですけれども、次の日行っ
たら赤色のカラーコーンが、慢幕の色にあわせた青色の
ものになっていて、いろいろ気を配ってくれてはること
がわかりました。

三つめの事例は、現在建築中で、京都市の登録文化
財であったところです。表家（おもてや）だけが残って、
奥の部分は壊して 10 階のホテル棟が建っています。

この手前の所に、黒い共同棟が建っています。これ
はお風呂なんです。既に建っているマンションとの間に
できました。お風呂が通りに面しているなんてあり得な
いと言っていたのですが、建ってしまいました。

先ほどゲストハウスの話もちょっとしましたが、コ
ロナ禍でゲストハウスもいくつか閉められています。こ
こはかなり古くからやっておられましたが、コロナ前か
ら閉めておられます。横の路地の奥に 4 軒長屋をゲス
トハウスにしたところがありまして、その時も協議会で
いいろいろ話をしました。路地内にゲストハウスが増え
ていた頃です。この路地奥の協議会の、町への説明の時
には、ここのオーナーも出てきてくれはったりとか、そ
ういうようなこともあって、ゲストハウスをめぐる状況
は、ちょっとずつ変わってきています。

（5）課題

協議会制度について、課題をまとめます。このあた
りは職住共存地区の上に京町家の保全継承地区が重ねら
れているんですけれども、文字通りにそうはならない。

ピンクの枠が明倫学区の範囲です。烏丸通、御池通、

二つめの事例は、住民のアンケートによりリスト化
した「明倫学区で残したい建物」に入っていた、もとも
と実業家の家が料亭として使われていたものです。これ
が壊れましてホテルになりました。もうダウンゾーニン
グが実施されているので、5 階建てです。

ここも何度も相談して、最初はどうなるのかと思っ
たんですが、「子供達も通学します」、「タクシーがいっ
ぱい停まる、リネンなど搬出入の車が長時間駐車するな
どは困ります」などなどいろいろお願いして、セットバッ
クを広くしてもらうとか、景観を考えてもらうとか、申
し出て、こうなりました。

京都市登録文化財 
表屋の一部を残してホテル建設写真

事例３：京都市登録文化財

写真　井上成哉

カンデオホテルズ京都烏丸六角 
2021年6月開業 
写真　井上成哉

現状

奥に１０階建ホテル 
隣接マンションとの間に４階建共同棟

ゲストハウス 
     路地内に増加

ゲストハウス ３．地域景観づくり協議会制度（５）課題
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きることを考えながらやっていきたいと思っています。

4. まとめ
課題

与えられた時間は超過しているのですが、これから
の課題をお話ししてまとめとします。

今回は景観のことを中心にお話をしましたが、この
中心市街地では、どうしても木造の建物がもつ弱点と言
われがちな防災という面があります。時々「防災と景観
でどっちが重要やねん」って言われるんですけど、景観
は外見（そとみ）だけじゃないっていうことを確認しな

四条通は非常に通りが広く、高さ規制は 45m から 31m
に引き下げられましたが、通りから 30m 内側までが高
さ 31m の範囲に入ると言われました。街区のあんこの
部分まで、制度としては沿道の範囲に入ってしまう。先
ほどのホテルはここにひっかかってるんですね。なので
10 階が建っちゃう。配慮の方向が違うなと感じました。
沿道に接しているから高さ 31 m はわかるけど、ブロッ
クの中でも制度にかかっていれば高さ 31m 可能という
のはちょっと違うんじゃないかなと思うんですが、制度
の上にいろんな制度を重ねていってしまうことの、ひと
つの問題点だと思います。

「新景観政策がさらなる進化を遂げた」ということに
なっています（2019 年 4 月答申）。その中で、ホテル
が建つ時に計画段階から説明会だけじゃなくて意見交換
ができるという制度も作られることになった。そうなっ
ても、数量的な規制の方が優先するので、こちらの意見
を押し通すのがなかなか難しい状況は変わりません。

こんな文句を言っていても残念なので、やっぱりま
ちなかで楽しいところがあるんだよっていうのを、別の
方法でも伝えたいし、皆さんと共有したい。ということ
で、「めいりん、まちなかの楽しみ」を企画しました。

最初に述べたように、まちづくり委員会では、まち
なか全体を美術館に見立てるという取り組みを行なって
います。見せるための美術館ではなくて、まち全体でい
ろいろな文化や歴史が感じられるようなところにした
い、ということで、1 年前に企画をしました。まちのあ
ちこちで音楽が聞けたらいいね、町家でジャズやったり、
ホテルで二胡をやったり、あるいは子供のお茶会をやっ
たり。これが去年の 3 月 1 日の話で、ギリギリまで頑張っ
たんですけど、やっぱり無理そうということで諦めまし
た。

2021 年にできるかなと思って再度トライしてみまし
たが、やはり 11 月にひと息入れた頃から第三波がやっ
てきて諦めました。今後も、全体で楽しいこと、共有で

３．地域景観づくり協議会制度（５）課題

まちなか全体で

４．まとめ　課題
景観と防災 

合法　適法　私権 
　けらばを重ねる 
　トンネル路地 

火災 
祇園町南側　割烹料理店 
2018年5月12日 

祇園町南側　複合テナントの町家 
2019年7月8日 

臭気 
祇園新橋　焼き鳥店 
2019年4月開業 

←煙や臭気は景観にはいるのか？

飲食店の問題

先斗町 
２０１６年７月５日１９時 
飲食店火災 
地域や関係機関の努力で 
被害を最小限に

通称龍馬通の
道路界から
２０ｍ

鴨

川

木
屋
町
通

先
斗
町
通

先斗町通の
道路界から
２０ｍ

先斗町通の
道路界から
２０ｍ

先斗町京町家保全継承地区
（赤枠範囲内）

※ 先斗町界わい景観整備地区と同範囲

2018年1月20日夜10時頃 
東山区　ゲストハウスの火災 
     
駆け付け要件  
2020年4月全面実施 
10分以内で駆けつけられるように 
800メートル以内に管理者常駐を義務付ける 

宿泊税（2018年10月より）など 
簡易宿所事業者の負担増 

←地域の問題 

ゲストハウスの火災
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祇園祭が合同巡行だったのは御霊会以来 1200 年の中
の 50 年です。そう思ったら、次の 50 年、100 年を考
えていく歴史的視野を常に持たないといけないと思って
います。

もうひとつのきっかけは、学生さんが見学したり授
業をしたりすると、必ず「町家って住めるんですね」っ
ていう感想を述べる子がいることです。びっくりします。
彼らにとって町家はカフェやゲストハウスなんです、も
はや。でも、住めるんだっていうことに気が付く。「家」っ
て書いてあるやんって言うんですけど、その認識がある
時来るんですね。町家はひとつでも残って欲しいし、残
す方法としていろんな活用を考えるけれども、やっぱり
住まないと、住んでいかないと駄目だな、集まって住むっ
てやっぱり大切だなと。歴史都市というのはやはり進み
続けていくことなんだなという感覚が、私が HUL の話
を聞いている中で少しずつ感じていることです。

HUL のステップを踏まえて
HUL のステップに従って、少し考えてみました。こ

れが今日のまとめです。

1）まずどこが歴史地区の範囲なのか。先ほど中村さ
んおっしゃっていたように、城下町のように区切りがあ
るわけではないので、そういう意味では京都はちょっと
難しいところがある。ただ三山に囲まれてることによっ
て自覚されている、歴史都市・平安京の空間という感覚
はあると思います。その中で旧市街地は、囲まれている
盆地の一部なんだというような逆からの感覚みたいなも
のも必要であって、自然環境とともにある市街地として
この範囲を重層的に考えられないのかなという風に思い
ます。（参考：昔、地方から出てきた丁稚さんとかにとっ
て、比叡山と愛宕山は方角を知る手掛かりだったそうで
す。旧市街地から山が見えることが必要だったのです。
五山の送り火を拝むという習慣も昭和 40 年頃まであっ
たと聞いています。）

いといけないと、いつも思っています。形だけ整えたら
いいのではなく、きちんと住めるようにすればいい景観
はできるはずだし、防災まちづくりにも繋がるはずだと
いうことを言ってます。でも、なかなかその考え方が伝
わらないので、これからやらなきゃいけないことのひと
つだと思っています。

また、合法・適法という話になると、どうしても個
人の私権という話が出てくる。そうなるとうまくいかな
いことがあります。

問題提起

以上を踏まえて問題提起ということなんですが、「さ
てそれからである。」というのは、まちづくり委員会の
長谷川委員長が、釜座町の町家（ちょういえ）が改修さ
れた後におっしゃった言葉です。「直ったんだから、こ
れからやらんとあかんことがある」っておっしゃったこ
とを思い出しながら、これからのことを考えたいと思い
ます。

ふたつのきっかけがあります。ひとつは祇園祭のこ
とです。私が祇園祭の調査を始めた時には、祇園祭は少
し形を変えていました。1966 年（昭和 41）、高度経済
成長期に前祭（さきまつり）と後祭（あとまつり）が合
同化されていたのです。それが 2014 年に、ある鉾が復
興することによって、49 年ぶりに後祭が復活すること
になりました。こんなことが自分が生きてる間に起きる
なんて思ってもいなかった。みんなの想いがあれば、も
ういっぺん見直すということができるんだっていうこと
に気づきました。

町会所も、ビル化する町会所、マンションの中に設
けられる町会所が増えていたんですけれども、一方で町
内の家を町（ちょう）に渡してそこを町家（ちょうい
え）として使っていくという事例や、あるいはお祭の時
は使ってくださいという町家（まちや）が出てきたりと
か、少し変わってきたこともあります。

４．まとめ　問題提起

「さて、それからである。」 

祇園祭　49年ぶりに後祭が復活 
→平安遷都以来1200年の中の50年 
次の50年、100年に向けて 

学生「町家って住めるんですね」 
←カフェやゲストハウスが普通だと思っている。 
「家」なのに！ 

住まないと町家ではない。 
集まって住むことにより「都市」となる。 
住み続けることによって「歴史都市」となる。

４．まとめ　HULのステップを踏まえて

１　範囲 
三山、御土居、旧市街地（田の字）　山に囲まれていることを自覚する 

２　意味が重なった層 
世界遺産の寺社仏閣 
近代建築　疎水 
昭和初期型 

３　アイデンティティ、コミュニティの強化 
学区
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2）歴史のレイヤーということでは、確かに、謂れも
あり歴史もある世界遺産の寺社仏閣がありますが、たく
さんの近代建築や疏水に関わる様々な機構も積み重なっ
ています。町家だけをとっても、たとえば「これは昭和
初期型やね」と説明する町家があります。それは表が木
格子でなくて、半分ぐらいが真鍮の金属製の格子、下は
石やタイルを張ってるようなモダンな、その当時として
は事務所風とか、近代建築に倣ってオシャレだと思って
作った町家です。町家の形にも流行があって層をなして
いる。このごろは、1 階の外壁や土壁が全くなくて通り
に面したところが全部強化ガラスみたいな町家も出てき
ました。それが「これ平成型やね」とか言えるようになっ
ていくんだろうかということを考えながら、「今度はこ
ういうデザインしてほしいですね」みたいなこと言わん
といかんねやなぁと思っています。

3）もうひとつ、「アイデンティティとコミュニティ
の強化」として、京都には学区という、30 ぐらいの町
で成立している元小学校単位が幸いにしてあります。こ
れはまだまだ機能しています。明倫学区は、呉服の問屋
さんとか、気概のある方々が住んでいたところですし、
隣は堀川に近くて染物屋さんの職人さんが多い地域であ
るとか、先ほどの万寿寺通は仏壇関係の職人さんが多い
所、西陣だったら織屋さんがたくさんあった所、それぞ
れの地域によって建物の感じも微妙に違います。考え方
も少しずつ違います。そういうものを意識して評価して
いくことが必要になってくると思います。

4）都市文化の無形のこともきちんとしないといけな
い。これはまさに住むということがそうですし、明倫だっ
たら祇園祭があり、地蔵盆は各町にあります。

5）問題はやはり次の 5 になってくる。木造建築を更
新していくのか、あるいは木造は木造、耐火建築は耐火
建築のような形で考えていくのか、というのは、随分い
ろいろ検討しないといけない事柄と思っています。今こ
こではあまり良い答えが出来ません。

6）次の環境の意味は、先ほど中村さんがおっしゃっ
てましたけれども、コロナは伝統的な建物の住まい方を
再認識する良い機会じゃないかと思っています。換気し
なきゃいけないのに、今は窓の開かない教室とかあるん
ですけれども、町家の建物は、風の通り道があって、自
然のエネルギーをうまく使えるような仕組みがあって、
それぞれの地域の風土に合った住み方を体現してます。
それが今も生き続けることができる。これはコロナの時
代だからこそ言えるという風に思っています。

7）最後に言いたいのが教育の機会のことです。幸い
にも子供たちに町家を見学してもらう機会を作ることが
あって、再生研でも、小島さんのお宅でもやっていま
す。これは 2019 年に子供達が来られた時、こうやって
暗くしたら涼しく感じるなーとか、この部屋は座敷なの
で家具はないですね。そうすると子供達は片付けると涼
しくなるんだっていう発見をします。古い時代の勉強を
するんじゃなくて、今の時代にどういう風に感じられる
かという場を提供していかなければいけないと思ってい
ます。

そういう中で、文化庁の支援助成を受けて、親子体
験教室を、2018 年、2019 年の 2 回行いました。去年
は残念ながらできませんでしたが、単純にお茶とかお花
とかを伝統文化として体験するというのではなく、お掃

４　都市文化の無形の側面 
まさに「住む」！ 
祭礼　祇園祭、地蔵盆 

５　都市開発と保全 
木造建築を更新する 

６　環境 
コロナ禍　三密回避　換気　 

風の通り道がある。 
エネルギーを使わなくても快適に暮らせる。 
風土に合った住み方を再認識する。

４．まとめ　HULのステップを踏まえて

７　教育 
子供たち、学生たちが本物に触れる機会を作る 

「家具がない」→片付けると涼しくなる 
「薄暗いと涼しさを感じる」 

小学校の教材を作成中

2019年6月26日、27日、28日 
京町家再生研究会本部（小島宅） 
高倉小学校６年生「夏の暮らし」（家庭科） 
指導：福井博美（家庭科教員）、岸田蘭子（校長）

４．まとめ　HULのステップを踏まえて

平成３０年度伝統文化親子教室事業

日程 テーマ 会場 お菓子
２０１８年 
７月１５日 京町家の話・祇園祭 本部小島宅 くず焼き

８月　５日 お掃除体験 本部小島宅 葛桜

９月２３日 ベンガラ塗り体験 Arisa House Museum 豆餅

１０月２１日 土壁塗り体験 あけびわ路地 栗餅

１１月２５日 炭起こし体験 本部小島宅 亥の子餅

１２月１６日 障子のはりかえ体験 本部小島宅 三笠

２０１９年 
１月２０日 掛け軸を扱う・小正月 本部小島宅 花びら餅

３月１０日 子ども茶会 本部小島宅 ひちぎり

親子体験教室
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今にどういう風にいかせるかということを、建物の中身
の感覚から醸成してもらいたいという風に思って取り組
んでいます。実測したり、提案したりしてもらうわけで
すが、この建物をいっぺんリノベーションしたらどうし
ますか、という課題に対して、一昨年は「住宅にします」っ
ていうのが出てきて、若い人の感覚も少しは変わってき
てるんだなという風には思っています。

8）最後に、どんな制度ができても、行政にお任せし
てしまうのではなく、お金を儲けたい事業者との間では
必ず調整機関が必要になってくると思っています。そう
いう団体としてがんばる必要もあるようです。再生研の

除したり伝統建築のやり方もちょっと試してみたり。こ
ういう機会を、若い人たちと一緒にやっていかないとい
けないなという風に思っています。

もうひとつ、建築や設計に関わる人達の意識の問題
があります。で設計塾を 3 年ほど実施しました。去年
はそれまでの OBOG に実践の場を提供するみたいなこ
とちょっとやってみたんですけど、今年はオンラインで
もやってみようと思っています。

設計塾では、建築の方法を教えるというよりも、町
家の生活体験を共にして、畳やこういう空間でどういう
生活があるのか、古い生活を見るとか楽しむではなくて、

夏の暑さを感じながら　籐筵（とむしろ）の雑巾がけ
第２回　お掃除体験

親子体験教室

2019年9月8日（日）13時30分から15時　あけびわ路地 

中塗りの体験　大福餅

親子体験教室

親子体験教室
かねてから懸案事項であった、子どもの町家体験がようやく実現した。子どもたちと町家につ
いての体験を一緒に出来る機会がないものだろうかと折りに触れ、幹事会で話をしていたこと
が７月の祇園祭からスタートした。真夏から真冬まで、７回の体験を小学生と親御さんに体験
してもらう企画である。

この体験会で目的としていることは、本当の物を触ってもらう、感じてもらうということ、言
い換えれば、きれいなものを見てもらいたいということにもなる。京都の住まい方の感覚は言
葉ではなかなか表現ができない。それを家の中にはいること、物を扱うこと、触れることで感
じてもらいたい。そこから京都の住まい方の基本を体で覚えてほしいと思っている。一朝一夕
では出来ないと思われるかもしれないが、子どもたちは鋭い感性をもっている。だから最初に
見るもの、触れるものは良いもの、本当のものでないとその感性がにぶってしまうことになる
だろう。こちらも緊張することではあるが、その最初のきっかけとなる体験を大切に進めたい
と思っている。

京都市の友好姉妹都市ボストンにはチルドレンミュージアムがあり、その建物の中には京都か
ら運ばれた町家が建っている。ボストンの子どもたちはその町家で日本の住まい、住まい方を
学ぶ機会がある。もちろん誰でも入場料を払えば誰でも入れる。京都にもこのような町家があ
れば、たくさんのこどもたちが京都の暮らしをもっと身近に感じてくれるようになるのではと
思っている。

小島富佐江　京町家再生研究会　理事長

（京町家通信　１２０号より編集）

特定非営利活動法人 京町家再生研究会 

�京町家の改修設計���講座� 
第３期 受講生募集! 

講座予定日:2019/11/9、12/10、2020/1/14、2/11、3/10、4/14、5/16 

 

１ 期  間   2019 年 11 月～ 2020 年 5 月  

� 日  �  �７日間（�月１�（第���日�（５�）、第���日�（2 �）） 

３ 会  場  京町家再生研究会��（����交��から��５�）�か 

４ 受 講 料   30,000 円 （京町家再生研究会の会員または学生は 15,000 円） 
          ※交通費、食費等は個人実費負担 ※納入後の返金不可 
５ 募集人数  15 名程度 

６ 応募資格  ・京町家の改修設計を行う or これから取組もうとする設計者 ・建築を学ぶ学生  

７ 講義内容 京町家総論 再生事例の実測調査と改修設計 見学会など 

８ 講  師  京町家再生研究会の会員など 

９ 申込方法 メール saisei@kyomachiya.net にて、必要事項を記入し、お申込みください。 

【必要事項】（応募者多数の場合は選考があります） 
��名（�りがな）、�年�、���・����、�����（日中��が取れるもの）、 
�メール����、 ��務先または�学名、  
�建築設計等の��（��に。京町家の設計��があれ��せて記�）、���動�（��に） 

 
■問合わせ先:京町家再生研究会事務局 

〒604-8214 
 京都市中京区新町通錦小路上る百足屋町 384 

TEL 075-221-3340 FAX 075-231-0727 
E-mail saisei@kyomachiya.net 

 
 
 

■Face�ook、�nsta�ram �活動の��を���さい 

 

設計塾

設計塾

町家の生活体験がない若い世代と一緒に考える。

本部表屋２階にて　　　　　釡座町町家にて

釡座町町家にて実測

設計塾
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模索しているところです。こういうものが皆さんと情報
が共有できるようになったらしたいと思っています。

というわけでだいーぶ伸びましたが、私の事例紹介
はこれで終わりたいと思います。失礼いたします。

［質疑］
福川：丹羽さん、本当にありがとうございました。

長年にわたる京都の景観問題と政策の経過、とくに町家
保存継承条例と景観づくり協議会の活動と実態を、1 時
間で簡潔かつ過不足なく、しかも住民の視点で報告をし
ていただきました。最後は HUL を踏まえたまとめもし
ていただきました。このままずっと聞いていたい感じで
すが、これからは質問を通して補足していきたいと思い
ます。
　（町家保存継承条例のこと）

最初の景観制度のあたりは飛ばして、もっとも気が
かりな町家保全継承条例のことを聞きたいと思います。
条例制定以来、折に触れてお話をうかがっている限りだ
と、苦戦しているような印象でいたのですが、今日のお
話だとそうでもなくて、ずいぶん進化してるようにうか
がいました。そういう認識でいいですか 。
丹羽：当初はどうなることか、本当に有効になるの

かと思ったこともあったんですが、少しずつ広がってい
るという感じです。ただやっぱり住んでる人が認識を変
えないと難しいことで、それがはっきりしてきたという
ことですね。「条例だから守って下さい」という制度で
はないということも感じています。ただ浸透していけば、
京町家が核になっていろいろなことができる可能性はあ
ると思っています。
福川：ひとつは個別指定という、自分で制度へ参加

することを選択する人の数が増えている。それから指定
地区が増えていることにびっくりしました。京都の町並
みのコアである明倫学区を含む職住共存地区が新たな対
象となったとことですね。やっぱり町家の所有者の方々
に、そういう制度があるのはいいなと思う人が増えてき
たという捉え方でいいですね。
丹羽：それでいいと思います。
福川：すごいなー。何度も言っているように、日本

には歴史環境を守る制度は山のようにあるんだけれど
も、取り壊しを防ぐ制度はほとんどない。ほとんどがイ
ンセンティブ型の、建物を直すと補助金がもらえるとい
うタイプです。壊すなという規制をかけると私権の制限
ということになるので、インセンティブを与えることで
壊さず活用してもらうという、正しいんだけれども壊す
ことには無力な制度が増えてしまっている。そのような

中では、防災を含めて健全に直していく方法を模索して
いるところです。

これは、長屋をもういっぺん、本当に賃貸の長屋と
して再生していくという試みです。

次は、上辺と右辺に通りがある敷地で、上側は表に
面してるんですけど、このブロックの中にあった、路地
の空間を、中庭として共有することによって、ひとつの
コミュニティを作っていくみたいな、そういうような取
り組みです。

現行制度を調整しながら作っていくわけですが、今
の制度の中にいると、隙間でできることもあるし、でき
ないこともあり、防災も景観も含めてやっていく方法を

８　事業者と行政の間にある組織として 

４．まとめ　HULのステップを踏まえて

63

あけびわ路地 
回り路地の長屋５戸１棟を借家として改修

路地再生の実践例

アトリエRYO提供

64

もみじの小路
路地再生の実践例

アトリエRYO提供 
photo©Yuya Miki
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悠長なことは言ってないで、京都市全域を指定してくだ
さい」と言いました。それはなかなか難しいということ
で、当初は伝建地区とかの指定のあるところだけが指定
になりました。私たちは「そんな二重も三重も指定した
ら手間と時間がかかるばっかりだから、全部を指定して
ください」っていうことをずっと言い続けています。今
も言い続けています。

個別指定については、何万軒とあるものを、いちい
ち指定していくことに膨大な時間がかかります。指定の
委員会が立ち上がっているのですが、私たちは「全部指
定すれば良い」と今も言い続けています。

いろいろな法律や条例ができてきますが、行政が厳
しいことを言っても、私たち（民間、または NPO）が
ちゃんとサポートするということを前面に出して、みん
なが走り回らないといけないというのが今回のいろいろ
な流れの中でよくわかった話です。今担当されている行
政マンたちはものすごく忙しい目をされてますので、な
るべく手伝いたいと思います。私たちが手伝うなんてと
んでもない、いらんと思ってはるかもしれませんが、み
んなの苦労の末にできたものなので。ただ、住民から提
案をあげるというのは強いので、どんな形であれ行政に
はきちっとした話を持っていくべきだと私は思っており
ます。 
福川：「きちっとした話」とは？
小島：専門家の方の意見も大事ですが、私たちは、

そこに住んでいる住民がどのように考えているかという
ことが一番大事だと思っています。インバウンドのおか
げで、京都の中はホテルが乱立してしまって、地域住
民はここ 5 年以上、もう辟易している部分があります。
このコロナ禍で止まってる今が私はチャンスだと思って
ます。逆に地域の保全ということに向いていると思って
おります。皆さん、コロナでショックを受けずに、今が
止まってるからチャンスだと思いましょう。せいぜい自
分たちの能力を高めて、どういうやり方をするかを専門
家とよく相談して、行政に働きかけをするいいきっかけ
になると思います。地域を守るためには、今がチャンス
です。
福川：ちょっと質問なんですけど、再生研は以前か

ら流通を重視していて、不動産屋さんとの共同と言うの
が特徴になっていたと思うんですが、今びっくりするよ
うな連合ができたというお話でしたが、以前からそうい
う繋がりがあったということじゃないですか。
小島：もちろんそうです。情報センターの動きは常

に再生研に入りますし、私も情報センターのミーティン
グには、何か大事な時には必ず参加するようにしており

中で京都のこの条例は第３の道を示す手法として注目し
ていました。中村さん、どうですか。
中村：誰がどういう経緯で、どこが動いて条例がで

きたのかというのをお聞きしたかったです。たとえば、
倉敷でこういう制度を作るときに、各地区でどういう動
き方をしたらよいのか、というのが一番気になるところ
です。
丹羽：京町家情報センター（以下、情報センター）

という不動産関係の方々が集まっている組織で、町家が
どんどん壊されていく中、止めるきっかけを作りたい、
自分達としてできることがあれば何かしたい、「日本酒
で乾杯」条例みたいな形で認識して貰えばいいなあとい
うことが始まりです。このときびっくりだったのは、再
生研と宅建業界の方と協働したということです。
小島：ご無沙汰しています。小島です。この条例に

ついては、町家の流通を主になさっている不動産屋さん
達が「これ以上町家がなくなると、自分たちのお商売の
範囲が狭まる」ということが大きく関わっています。逆
にいうと、そこまで町家の流通が行われているという実
証だと思うんですが、情報センターの総会の時に、みん
なで話をしていて、「町家を潰すのを止めるようなこと
ができひんかなあ」という話になりました。「それは重
要なことやから考えよう」ということになって、再生研
のメンバーと話をして、「提言書を作ろう」ということ
になりました。情報センターと宅建業界と京町家再生研
究会という、びっくりするような取り合わせですが、そ
の三者が集まって京都市長に提言書を持って行きまし
た。京都市長も町家についてはご理解のある方ですので、
条例を作る審議会が立ち上がり、進んでいったわけです。

私権の制限に係る話ですので、ここの議論はとても
大変でした。法学の先生は私権に障ることに対してはす
ごく慎重になられます。私たちは「もうこれ以上潰した
らあかんから止めよう」ということで、行政的な工夫を
いろいろ考えて、やっとこの条例ができたわけですね。

条例ができても運用についてどうするかというのは、
その時点ではまだまだ難しかったんですが、やっと最近
になって動き始めました。行政の方々も作るまでは作る
ために走り回って、今度は運用するためにいろいろ説明
会をされました。審議会の私達は「その説明会に私たち
が出向いて説明をしてもいいから、もっと審議会の委員
を使ったらいいよ」と行政の方々には伝えていたのです
が、すごく頑張って自分たちでそこらじゅうを回らはり
ました。

その時は職住共存地区の話は全くありませんでした。
審議会の強硬派、私たちですが、「地区を指定するなんて、
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ます。例えば、この間トンネル路地を潰すというのが大
問題になった時は、必ず情報センターの方から再生研に
声がかかります。意見を出してくださいとか、何かして
ください、というようなことがありますので、お互いに
良いと思われることについては、やり取りをずっと続け
ております。情報センターもできて 20 年になりますの
で、これも長年の積み重ねだと思います。
福川：少し明るい未来が開けるような気がしてきた

んですけれども、結局、枠組みを作っただけではダメで、
内実を高める努力を持続的に続けなければいけない。で
も枠組みもそう悪くはなかった。
小島：多分ね、町がものすごく急激に変わる京都は、

「それじゃないほうがいい」という方にみんながいま向
きはじめたんだと思います。
福川：あと思うのは、京都では町家に不動産価値が

ついているということですね。
小島：それは不動産屋さん達の努力の賜物であると

言った方がいいのかなと思います。「え、これ町家って
いうか？」というものまで、町家として扱われています。
そうすると何割か高く売れるそうです。
福川：不動産屋さんの努力もあるけれど、そういう

ものを求める消費者、市民の動きもあるということです
よね。それはすごいな。それがほかの町でもあるかどう
かだけど。奈良まちづくりセンターの米村さん、奈良は
どうですか、それぐらいの勢いはありますか？
米村：奈良も、そのイメージに近づいているような

気がします。ただ、スピード感は京都と全然違う。
福川：京都の継承条例を奈良でも適用するというこ

とはあるでしょうか？
米村：うーん、もう少し勉強してみないと。
福川：この条例のもとでは、町家を取り壊す時に届

出をすることが義務となり、指定地区では１年間取り壊
しが禁止され、その間に引き取り手を探すマッチングが
行われます。この条例のもうひとつの肝は、このマッチ
ングにあると思うのですが、そのマッチングに至る成功
確率は高まってるんですか。
小島：難しいですね。今まではお商売関係の方が、

それなりの家賃でも借りたり買ったりしたと思うんです
が、今ちょっと止まった状態ですね。ここで落ち着いて
考え直した方がいいと思います。マッチングは、本当に
個人の努力なので、なかなか大変なことだと思います。
ですから、ますますネットワークをしっかりしないと機
能しないことになっていくと思います。
　（職住共存特別用途地区）

福川：この件はこれぐらいにして、もうひとつ、重

要な役割を果たしていると思ったのが、職住共存地区の
設定だったと思うのですが、この地区指定は結構、画期
的だったんですね？
小島：それこそ町家再生研究会ができた頃から、そ

ういう話がずーっとありました。まちなかのほとんどは
商業地域で何でもかんでもやりたい放題ですが、そこに
職住共存特別用途地区という地区指定をした。行政に
キーパーソンがいらっしゃったのですが、その人たちの
動きがあったからこそだと思うんです。そのために京都
市は割と早くから、地域とか、私たちを始めたくさんの
NPO 団体と話し合い、意見も吸い上げて、検討された
ようです。

職住共存地区というのは、職住を共存するという目
的が大きく出ていて、当たり前のように考えられていて、
その存在価値にあまり気がついていませんでした。最近
になって、今回の地区指定のところに出てきたわけです
ね。「そういえば職住共存地区というのがあるやないか」
という話になって（笑）。ある先生がおっしゃってくだ
さったのですが、「そうやそうや」と、今回の指定の理
由づけになったようです。だから、もう一回過去のもの
を紐解いて、全部細かくチェックしてみるということも
必要なのかもしれません。何が使えるかと言う欲を出し
て見てみることも必要かもしれないです。
福川：特別用途地区という制度は、都市計画法制定

の当初からあって、しかし影の薄い制度だったのですが、
中心市街地活性化が課題になった時に急浮上して、法律
も改正されいろいろ使われるようになりました。それが
まさに功を奏したということですね。
　（景観協議会について）

もうひとつの焦点、地域景観まちづくり協議会のこ
とですが、非常に活発に協議が行われているようです。
しかし、建築基準法などで決まっているルールをさらに
一歩進めるというところまで行くのはなかなか大変では
ないかと思うんですが、その辺はかなり粘っこく頑張っ
てらっしゃる、そういう理解でよろしいでしょうか。
小島：あの手この手を使っております。大手企業が

来られたり、町場の大工さんが来られたり、いろいろな
人が来られます。大手は組織論になってしまって、「上
に話を通さないと」なんていう意見が出る時にはこちら
も「社長に手紙を書こう」みたいなことまでやるわけで
す。上手に誘導するということを私たちも学ばないとい
けないなと。片っぽで厳しいことを言うて、片っぽでま
あまあとやるとか、委員会の役割分担みたいなことも最
近学ぶようにもなりました。権限は持たされていない
ので、ダメと言うてもそれがダメにならないので、ここ
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は大変なんですが、この地域にいろいろなことで入って
来られる方々と喧嘩をしても意味はないと思っておりま
す。なるべく喧嘩をせずに、機嫌よくお互いができるよ
うな関係性を築こうと最近は努力してます。
福川：これも大変なお仕事ですね。
小島：本当に「私たちは何のためにやっているのか」

とよく言ってますが、それでも地域が綺麗になって、私
たちと意見をうまく戦わせてくださって、結果としてう
まくいくとホッとします。先ほどのホテルもそうですが、
とても地域に対して協力してくださっていて、「まちな
かコンサートをやりたい」と言った時も、大きな組織で
すがすぐに上にあげてくれはって、即 OK がおりて、「さ
あ」という時にコロナで止まりましたが、これからも付
き合いは長くなりますので、そういうお付き合いをひと
つでも増やせたらいいなと思っています。
福川：すごい人間力が必要ですね。
小島：やっぱり人と人の繋がりというのが、地域と

か景観を作るんだなあと最近つくづく思っています。
福川：でもそういう交渉をしながらも、もうちょっ

と建築のルールがこうなっているといいなあと歯痒く思
うこともあるのではないですが。
小島：残念ながら、木造とか、地域とか、歴史的な

ところに積み上がっているものとか、そういうもの対し
てのみんなの理解は、希薄になっている感じがするんで
すね。どこに背景があるのかと言っても、今更なので、
地道にでもがんばるしかない。ただ、町並み保存連盟が、
もっと頑張ってみんなで動けば、全国に広がってるわけ
ですから、そういう動きもみんなで積極的にやった方が
いい。私は守りの体制より、攻めの体制にしたいと思っ
てます。
中村：今までの話しで、やはりユネスコ勧告の HUL、

これを学んで、どう生かして、歴史や地域の姿を私たち
が思ってるようにするのかが、大きな課題です。次回に
はですね、国としてどういう風に取り組んでるかとか、
あとまだまだ相当苦労されてる地区もあったりするの
で、そういう方向にも展開しながら、連盟がぜひぜひ力
を発揮していく必要があります。HUL をうまく使いな
がら、私たちが得になるような仕組みまで持っていける
と、連盟もさらにその存在意義がですね、皆さんにわかっ
ていただけるんじゃないかなとか感じています。 
福川：はい、まったくそのとおりです。私たちも「勉

強」から脱して、HUL を歴史的環境運動の基本に据え、
国や自治体の政策を変えていく戦略を練らないといけな
いですね。

京都の話をもう少し続けたいのですが、万寿寺通の

話をされた時に、制度を上からではなく、人や建物の方
から見るために、HUL の考え方に期待したんだという
お話がありましたけれど、もうちょっと説明していただ
けますか？　HUL に期待されていたことは、どういう
ことなんでしょうか？
丹羽：いろいろ工夫して制度をつくってきたけれど

も、今は歴史都市の中身の方から出発することが必要で
はないか、ということです。そうしなかったら、結局制
度にあわせてあれこれやってたり、あるいは、あの制度
この制度とかを探したり、作ったりということで、根本
的に変わっていくことができない。建物とか人が主役に
なることによって、中身から考えて行く時に、HUL の
提唱するレイヤーやネットワークのつくり方が、役に
立っていくのかなと感じました。制度側から発想してし
まうとどうしても行き詰まったり、また新しい制度を付
け加えたりという話になってしまう。とにかくまず今あ
るものの存在を認めた上で、そこから話をしていこうと
いう時に、HUL の考え方が効いてくるんじゃないかな
という期待を持っているということです。
福川：丹羽さんには、そう意味で、HUL を踏まえた

８つのポイントを、まとめで示していただいたわけです
ね。制度との関係で言うと、戦前からいろんな制度が積
み重ねられてきたけれども、この辺りで少しオーバー
ホールをして、総括的に捉え直す段階に入ってるという
ことではあるんだろうと思いますし、そのときの視点が
まさに HUL の考え方に期待されるわけで、京都や日本
の現実と HUL の理念とをどう切り結ぶのかと言うこと
は、まさにわれわれの仕事として、頭と身体を働かせる
必要があるのだと思います。

もう時間ですが、最後に、京都市で始まっている「進
化した景観政策」について、丹羽さん、小島さん的な解
釈はどんな感じなんでしょうか？
丹羽：ものすごくしゃべりにくい。説明会を聞いたり、

パブコメを書いたりしましたが、もうひとつ咀嚼できな
いところがあって、うまく使えるのか使えないのかがわ
からない。
小島：たぶん、私たち地域住民が考えてることの方

が先に進んでいて、京都市の方がそれの後を追っている
感じが しているんです。地域住民は、いろんなことに
迷惑を被っています。どんどん地域の状況が変わってい
く中で、それと折り合いをつけていく努力をするのは地
元地域です。それを検証する行政がいてはりますから、
その検証をしながら、次々、後手後手で手を打ってきて
はくれますが、それが機能するまでに一体どうなるんだ
ろう、どこまで行くんだろう、これは本当に機能するん



22

だろうか、その前に町はもっと無茶苦茶になるんじゃな
いかという、なんとなく私たちには危機感があります。
なので、一旦作ったものは先ほど申し上げたように、き
ちんと機能するまではそれをしっかり使って、使い勝手
が悪かったら、それはちゃんと地域住民と話をしながら
考えるべきです。「なんか問題が起こったみたいだから
それをちょっと手直ししてみよう」と行政側で勝手に変
えていくっていうのは、やっぱり論外だと思うんですね。
ちゃんと使えるものを作って欲しいという気はします。
市の人は「進化している」とおっしゃっているけど、本
当に進化しているのか退化してるのか、ちょっと私達は
まだ数年見ないと分からないと思います 。
福川：第 13 回の全国町並みゼミ京都大会を担ってい

ただいた伏見の林戸さんから、「進化した景観政策」を
懸念するお便りをいただきましたので、ご意見を伺いま
した。なにしろ、京都は希望の星であり、先頭を切って
いろいろな試みをしてくれるところであり、日本中が京
都にモデルにして町やお店を作ってきたという事実もあ
りますから、是非これからも色々教えていただければと
思います。


